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曽我梅林ウォーク 

渡辺 えい子 

16日の午前中、明日は曽我梅林ウォークだからザックの中を確認

し、明日の仕度をしようと思いザックを出し、ウエストポーチの中に

未だ出していない申し込み用紙とお金があったことに気が付きまし

た。どこのウォークだったかなと見たら、曽我梅林ウォークと書いて

あり驚いてしまいました。「えー 行けないじゃん」とがっかりしまし

た。どーせ駄目だろうと思いつつ事務所に電話して見ました。「明日

はバス 3 台になったので余裕が有るから大丈夫。会費は明日で良い

よ」と言われ、無事行けることになりました。 

次の朝は晴れていて風もなくウォーク日和でした。集合場所に行き

会費を払い「アンカーが来たよ」とも言われずバスに乗りました。下

曽我駅で降り、体操をして歩き出しました。梅林に行く途中にも白梅、

紅梅が所々に咲き、仄かに香っていました。家々の庭先にも良く手入

れされた梅の木があり「すてきだね！」「いいね！」と言う声が聞こ

え、梅の里だけあって梅を大事にしているのかなと思いました。梅林

も満開ではなかったけれど沢山の梅できれいでした。皆様のおかげで

楽しいウォーキングが出来ました。これからも宜しくお願いします。 

 

 

４月の事務所休業日 

3日（水）7日（日）１０日（水）１３日（土）1４日（日）17日（水） 

２０日（土）2１日（日）24日（水）27日（土）28日（日） 

事務所ギャラリーには会員の方たちの力作が展示してあります。 

お気軽にお立ち寄りの上ご覧ください。お待ちしています。 
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身延線サンキューウオークに参加して                  

高橋 重年 
 身延線サンキューウオークのファイナルステージは、３月３日、

薄曇りで少し肌寒い中、100 人を超える参加者が９時に富士宮駅を

スタートしました。今回は富士宮・富士駅間とあって見慣れた風景も

多く、それでも初めて歩く道も多く随所に新発見があり飽きることな

く、特に竪堀駅までの中堀の桜並木には春の訪れを実感し心が和みま

した。富士駅には１２時４５分に到着、表彰式が行われました。 

 振り返れば、平成２４年１０月７日に第１ステージが始まり、参加

者８２人は甲府城址で記念撮影し、６ヶ月間、６ステージに亘るウオ

ークがスタート。中秋の甲斐路は道の両側にブドウが実り、目に入る

光景も新鮮で、住宅地では垣根越しに声を掛けられたり、挨拶をかわ

したりと、この地の素朴な人情を感じました。 

 第２ステージは、今回、唯一雨に降られ、昼食を摂った鰍沢口駅か

らは色とりどりの雨具に身を包み、さながら苦行僧のように山間の道

をひたすら甲斐岩間駅をめざした印象深いステージでした。 

 第３から第５ステージまでは厳寒期で、寒さとの戦いでもありまし

た。下部温泉駅に向かう道に峠があり、特に山越えの道では足元も悪

く、最も大変な行程でした。 

 延べ６００人に及ぶ人が身延線３９駅１０４キロを歩き、４０人余

が完歩、私もその一人となり完歩証をいただきました。達成感ととも

に健康であることのありがたさを痛感すると同時に会員の皆さんの

健脚にも驚かされました。 

今回は友人３人を誘い、中でも２０代の２人は日頃歩くことも少な

く、最初は相当足腰にこたえたようでしたが、回を重ねるにつれ歩く

楽しさも感じた様子で、得難い経験をしたと思っています。 

甲斐の国から駿河まで、秋から早春にかけて歩き、その土地の風情

や匂いを感じ、田舎道にひっそりと佇む道祖神や史跡に思いを馳せ、

何より会員の皆さんとの交流に心温まるものを感じました。 

 もとより、企画・運営をし、事前にコースの下見をし、横断歩道で

の交通誘導など、万般にわたり力を尽くしていただいた役員の方々の

ご苦労は大変なものと推察し、無事ゴールできたのもこうした多くの

方々の支えによるものと感謝いたします。 

 

 

南極の旅 その１ 
日程：2011年１月17日〜３０日（１４日間） 

                    松本 文子 

 70歳の記念に、遠い国へ行きたいと頭に浮かんだのはアルゼンチ

ンからアメリカに通じるハイウェイでした。そこでアルゼンチンの地

図を広げると、最南端の町が「ウシュアイア」で、そこから南極へ船

が出ていることを知りました。また、泉ピン子さんが南極で泳いだ話

を思い出し南極への旅を決意した。 

旅費は働いて捻出しました。夫と娘はまたかと、何も言いません。 

日本語しか話せない私ですがゼスチャーと指差し英語、それと大和撫

子魂でなんとかなるでしょう。早速計画に入り、日本のチャーター企

画で『耐氷船「シー・スピリット」で航く』を見つけた。この企画は

「世界遺産ペリトモリノ氷河」「イグアスの滝」「南米ペルー」など、

冒険好きな旅人たちと「ウシュアイア」で合流し、総勢89名で南極

を目指すというものでした。いよいよ出発です。お正月気分の抜けき

らない１月17日、成田から１２時間３０分かけアトランタに到着し

ました。入国審査が厳しく乗り継ぎまで 6 時間もありながら、ブエ

ノスアイレス行きの搭乗口が解らず旅の最初から苦労しました。 

アトランタからブエノスアイレス間は空路で10時間、更に「ウシュ

アイア」行きの空港は離れていますが乗り継ぎ時間が 3 時間半ほど

あるため、市内に出てタンゴの真似をしてダンサーとチャッカリ記念

写真を撮って楽しむ。最後の「ウシュアイア」までは３時間３５分の

空の旅だ。到着後「ビーグル水道」の見学、昼食後乗船まで市内の散

策と郵便局をさがし日本への記念を送るのを忘れませんでした。 

 

 
歩こう会パソコン教室（初級コース）のお知らせ 

初心者の方の為のパソコン教室を開きます。 

☆日 時  4月13日（土）10時～15時 

☆受講者  会員のみ  ☆定 員  8名 

☆申込先  22-7373又は090-7854-5431（石川 忠）   

 

詳細については

石川まで 


